
3月20日（第5号）一般質問
〔金城好春議員　登壇〕

○14番　金城好春君　午後のトップバッターとして質問をいたします。その前に、町長に
おかれましては、就任以来、５期20年間、町の発展に誠心誠意取り組んでいただき、誠に
衷心から敬意を表するものでございます。大変長い間、ありがとうございました。それで
は質問に移ります。よろしくお願いします。
　まず、これは朝の一番の質問者の照屋議員からもありましたが、１．東部消防組合への
分担金に関して町の見解を問う。（１）東部消防組合の新年度予算は構成する３町の分担
金では足りなくなり、同組合の財政調整基金7,335万円を取り崩しての予算編成となっ
た。同組合へ派遣されている３町の組合議員全員が「なぜ財調を取り崩さなければいけな
かったのか。同組合の予算編成は３町の分担金で成り立つようにすべきではないか。」な
ど議論、意見が飛び交い、附帯決議を付して新年度予算を可決するという結果となった。
そのことに対し、町長の見解を伺います。（２）同組合は向こう10年間の中・長期的計画
を作成している。その中で現消防本部庁舎の建て替え計画もある。増えるであろう同組合
への分担金に対応するため役場内に「東部消防組合への分担金を考える編成チーム」を立
ち上げることはできないかお伺いします。
　２．ハブ対策について町の状況を伺います。（１）農家の話によると字津嘉山の渡嘉天
原で６匹、津嘉山の屋敷内で１匹、字宮平の畑で１匹、計８匹のハブを捕獲したと聞きま
した。平成29年度、町内で捕獲したハブの数は何匹か。（２）本町はハブの捕獲器は何器
あるか。（３）ハブの捕獲器を増やす考えはないか。
　３．ＪＡおきなわ津嘉山経済部付近の交通安全対策をお伺いします。（１）ＪＡおきな
わ津嘉山支店経済部へ出入りする車が、町道18号線と県道128号線の歩道を利用して行き
来している話を聞きました。ガードレールやポールの設置による安全対策が必要ではない
か。以上３点お伺いします。よろしくお願いします。
○議長　宮城清政君　総務部長。
○総務部長　新垣吉紀君　それでは東部消防組合の分担金に関しての、まず１番目に対し
てお答えいたします。本町は平成30年度予算編成より、中期財政計画を基本として行って
おります。普通交付税等の試算で、対前年度比２億円以上の減額となりました。そのこと
から、財政調整基金を同程度取り崩しての予算編成を余儀なくされております。他の東部
消防組合構成町においても厳しい財政状況でありつつも、東部消防組合負担金は前年度並
みを確保しております。今後も同組合の中・長期計画も配慮しつつ、構成町の財政状況及
び予算査定を通して分担金を決定していきます。
　２番目です。今後の東部消防組合分担金に関する件は、構成町の担当部局と連携し、歳
出削減や消防本部庁舎建てかえも含めて協議してまいります。一部事務組合分担金は町の
予算編成範囲であり、全ての事務事業を含め、財政負担が可能な範囲で決定するものだと
考えております。そのことから、分担金を考える特別なチームは必要ないと考えておりま
す。
　２．ハブ対策についてでございます。まず１番目です。平成29年度３月７日現在、南風
原町内で捕獲したハブは57匹です。２番目です。本町の所有するハブの捕獲器は、平成30
年３月７日現在、79器となっております。そのうち38器は観光施設周辺に設置し、41器は
住民の皆さんへの貸し出し用として活用しています。３番目です。３月７日現在、貸し出
し用ハブ捕獲器41器中22器が貸し出されています。現時点では需要に対応できているとい
うことから、今後要望がふえた場合には増器を検討いたします。以上です。
○議長　宮城清政君　経済建設部長。
○経済建設部長　金城敬宝君　それでは、大きい３番のＪＡおきなわ津嘉山経済部付近の
交通安全対策ということで、（１）について答弁いたします。以前は県道歩道部分に進入
防止用のポールが設置されておりましたが、現在は破損し、撤去されております。町道18
号線と県道128号線の歩道を利用して、津嘉山支店経済部へ行き来しているとの情報があ
るので、ＪＡおきなわ津嘉山支店経済部への協力依頼や、看板等により注意喚起をしてま
いります。改善が見らない場合には、施設による進入防止対策を行っていきたいと思って
おります。
○議長　宮城清政君　14番　金城好春議員。
○14番　金城好春君　ありがとうございました。再質問をさせていただきます。私を含め
て３名の議員が東部消防組合へ派遣議員としています。その中で、東部消防組合のほうか
らいろいろ情報をもらっております。まず、消防年報というのがございますけれども、部
長、課長は目を通したことがあるのかどうか。是非目を通していただきたいと思います。
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１年、１年、詳しく、あるいは四、五年を通じて消防活動、実績報告されておりますの
で、お目通しをよろしくお願いします。
　そして、この前２月定例会のほうで南風原町長が東部消防組合の管理者ということで、
消防運営の方針を発表しておられました。一部抜粋して、少し紹介したいと思います。現
状報告ということで聞いていただければと思います。「東部消防組合管内は、道路網の整
備や市街地の拡大による人口増加、流入人口の増加、中高層建築物の増加、大規模建築
物、危険物施設、また高齢化社会に起因する救急需要の増加など、消防機関に求められる
活動の拡大、高度化、専門家など、社会環境の変化に合わせた対応と役割はますます大き
くなっております。消防は住む人、訪れる人の生命、身体及び財産を守ることを使命とす
る」と述べておられます。それで今３町の人口、合計で言いますと９万2,960人、これは
平成28年度ですか。それから人口増と高齢化社会、それに伴い救急車の出動がどんどんふ
えているということです。平成28年度の救急出動回数が3,803件、それから火災発生件数
は12件です。人口増に伴い、先ほどもありましたけれども、中高層建築物、平成29年３月
現在、４階以上の建造物、３町合計で733棟、７階以上が３町合計48棟。その中に11階以
上、３町合計12棟ということで、建造物もどんどん高層化してきています。そのために、
きょう朝の町長の答弁の中で35メートル級はしご付消防ポンプ自動車の紹介がございまし
たけれども、この単価が２億1,952万円です。そして24時間体制で病人、けが人を運んで
いる救急車両、１台当たりの値段が3,500万円、消防車１台の価格として5,000万円以上。
平成30年度の予算の中に組み込まれている特殊工作車両、これは救助工作車ですね。火
災、交通事故、道路災害、毒劇物災害、水難事故など、あらゆる災害に出動し、災害現場
の最も危険な最前線で人命救助を可能とする特殊機材を多く積載した車両となっていま
す。これも多分１億1,700万円の価格となっております。このように、消防署の機材はべ
らぼうに、びっくりするぐらいの価格であります。歳入なのですが、３町の分担金でほぼ
賄われているといっても過言ではありません。使用料とか手数料がありますけれども、こ
れは消防署のほうで危険物の取り扱いの手数料ということで1,000万円から、年度によっ
て違いますけれども1,500万円。あとは高価な機材を購入したときの組合債です。これで
もっていると。ほぼ役場みたいに自主財源というのがないんですね。この３町の分担金で
運営しているということになっていますので、これを部長、課長、全職員に知っていただ
いて、平成30年度は起債を取り崩して編成しています。平成31年度からは、また新たな予
算編成をしないといけなくなりますけれども、9,000万円あった基金が7,000万円以上取り
崩されましたので、あと残り2,000万円ちょっとですね。そういうこともありまして、今
回はどうにか乗り切りましたけれども、平成31年度からはもっと厳しくなるのではないか
と危惧しているところです。そのことに関して、町長のご見解をもう一度お聞きしたいと
思います。
○議長　宮城清政君　総務部長。
○総務部長　新垣吉紀君　議員がおっしゃるように、東部消防組合は３町の分担金です
ね。この分担金はどこから来ているかというと、３町の一般財源でございます。自主財源
です。では、１款議会費から14款予備費まであるのですが、査定を行わずに通ったのは多
分予備費だけだと思います。我々、５億円ほどの歳入歳出で歳出超過です。まず要望が出
たときに、どの款も要望どおり通っております。その中でトータル、対前年度比4,839万
円。その中で消防費は現状維持でございます。そうなると、おのずと答えはわかっている
ことなので、保育所をつくらないでおきますか、学校の空調はどうしましょうかというこ
とでございます。町長からもございましたように、東部消防組合は我々南風原町、多分、
与那原町、西原町も同様だと思うんですけれども、消防の充足率という、類似団体に比し
た職員数、南風原町は多分一番少ないです。ですので、消防力は何も低下はさせていない
ということを重々ご理解いただきたいと思います。多分、資機材も県内でトップレベル。
充足率については、県内では平成27年度時点ですけれども、１位。全国平均以上。悪いこ
とでは決してございません。すばらしいことでございます。そのようにずっと右肩上がり
で来ておりますので、しばらくはといいますか、我々国保のこともございますし、子ども
・子育てもあると。こういうことを勘案すると、何もこれからぐっと下がるわけではない
という認識がございます。ですので、何かを買ったんだったら何かが減額ということで
す。町の運営もそうだと思います。歳入に比した歳出でございます。それを重々理解して
いただいて、これまで査定をざっくり行ってきたという我々の反省もございますので、も
う少しお互いで、多分３町も財政健全化のような計画を策定されていると思います。これ
まで消防が財政削減を考慮した計画があったかどうか、私は調べていないのですが、その
点も含めて、今後はしっかりと検討して、必要なものを配備して、もし無駄があれば削る
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ということも含めて、踏み込んだ対応が３町にも求められていると思います。決して消防
力が低下をしているという認識ではございません。
○議長　宮城清政君　14番　金城好春議員。
○14番　金城好春君　ありがとうございました。消防力の低下を聞いているわけではあり
ませんので、人口もふえて、職員もそれに見合うだけふやしていくと。そういうことで人
件費もまた右肩上がりにふえていくだろうと。それと、中・長期計画の中で消防庁舎の建
てかえも話し合われていますけれども、この庁舎、平成29年度に耐震構造の検査をやって
おります。結果として震度６強ですか、これは震度６ぐらいの強い地震が来たら庁舎はも
たないだろうという診断結果が出ておりまして、庁舎の建てかえも東部消防組合では話し
合われているところですが、調整会議ですか、副町長、総務課長、企画財政課長ですか、
その中のメンバーに入っておりますけれども、その中では庁舎建設に関してはどのように
話し合われているか。前向きに検討していくのか、まだきちんとした方針は示されていな
いのか、それをお聞きしたいと思います。
○議長　宮城清政君　総務課長。
○総務課長　儀間博嗣君　議員ご質問のとおり、東部消防庁舎の現在使っている建物が耐
震度が低いということの報告を受けまして、新しい東部消防組合の庁舎をつくるというよ
うなことで議論がされております。ご指摘のとおり、副町長を中心に担当課長が会議に参
加しております。その内容においては、まず現状の報告、今後の進め方等についての事務
的な調整会議となっておりまして、我々のほうとしては、その事務調整において意見集約
の方法、あるいは今後の外部委員とか、予算とかの立て方、そういうものについて意見を
しております。中心的にはやはり東部消防組合のほうで組合管理者、議会の手続を経て決
定されていくものだという認識ですが、まだ現在においては事務調整で行っているという
ことです。
○議長　宮城清政君　14番　金城好春議員。
○14番　金城好春君　ありがとうございました。庁舎建てかえについては、まだ事務調整
の段階だということでありますけれども、これから前向きに進めていく可能性もあるわけ
ですね。そういうことをもろもろ、この東部消防組合に課されている現状と課題、これを
きょう、部長、課長、あるいは全職員に知ってもらいたく、質問をいたしました。是非と
も東部消防組合の職員が心配しないような予算編成を構築していただきたいと要望して、
１の質問は終わります。
　２の質問、ハブ対策なのですが、捕獲器があるということは、周知はどのようになされ
ているのか、お伺いしたいと思います。
○議長　宮城清政君　住民環境課長。
○住民環境課長　宮城広子さん　お答えします。広報とか、自治会のほうにもお知らせし
ておりますので、必要な方は住民環境課のほうに来ていただいております。
○議長　宮城清政君　14番　金城好春議員。
○14番　金城好春君　今は20余りの捕獲器が余分にあるということでしたが、全部貸し出
しした年もありましたでしょうか。100％、捕獲器が出払ったというか、貸し出しされた
事例もありますか。
○議長　宮城清政君　住民環境課長。
○住民環境課長　宮城広子さん　全部出払ったということは、今までありません。
○議長　宮城清政君　14番　金城好春議員。
○14番　金城好春君　十分貸し出しについては余裕があるということがわかりましたの
で、安心しました。ハブ対策についての質問は終わります。
　次、３の交通安全対策です。昔はポールが立っていたということですが、これを再び立
てるということはできないでしょうか。国道など、ゴムみたいな柔軟性のあるポールが、
横断歩道を渡って、歩道のすぐ手前のほうに立てられているのをよく見かけますけれど
も、その進入防止柵ですね、この丸いの。これを再現する考えはないでしょうか。
○議長　宮城清政君　経済建設部長。
○経済建設部長　金城敬宝君　現場を確認したところ、弾力性というか、そのようなポー
ルが立てられた形跡があって、根元のほうから折られている状況であります。そういうこ
とがございまして、まずは看板とか、あるいはＪＡおきなわ津嘉山支店の出荷、経済部の
ほうに張り紙等をやって、まずは注意喚起を行って、それでも効果がなければ、また支柱
等で対応したいと考えております。まずは注意喚起を、これからやっていきたいと思って
おります。
○議長　宮城清政君　14番　金城好春議員。
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○14番　金城好春君　是非安全対策をとっていただいて、子供たちの登下校の、横断歩道
を横切ってから進入しているのではないかと見受けられますので、二度とここを利用させ
ないような取り組みをお願いして、私の一般質問を終わります。ありがとうございまし
た。
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